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広報・ブランディング推進室

１　調査の概要

（１）調査期間 令和6年11月8日～令和6年11月22日

（２）調査方法 郵送、電子申請

（３）調査対象 県政モニター　196名

（４）回収数(率) 150名（76.5%）

（５）調査内容 富山県内の海岸環境について （環境保全課）

２ 調査結果の概要

※回答率は、小数点第２位を四捨五入したため、合計が 100 ％にならない場合があります。

富山県内の海岸は、美しく誇れるものと思いますか。次の中から該当するものを１つ

選んでください。

■ そう思う

■ ややそう思う

■ あまり思わない

■ 思わない

■ わからない

富山県内の海岸に漂着するごみの多くはどこから流れてきていると思いますか。次の中から

最も多いと思われるものを１つ選んでください。

■ 富山県内から

■ 中国や韓国、ロシアなどの国外から

■ わからない

■ 石川県や新潟県などの隣県から

■ その他

令和6年度 第4回県政モニターアンケート結果の概要について
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レジ袋やペットボトル、発泡スチロールなどのプラスチックが紫外線や波の力で５mm以下に細かく

砕けたものを「マイクロプラスチック」といい、魚などの生物が餌と間違えて食べてしまうなど

生態系に悪影響を及ぼすことが懸念されています。この「マイクロプラスチック」が県内の海岸

にも漂着していることを知っていますか。次の中から該当するものを１つ選んでください。

■ よく知っている 

■ ある程度知っている

■ 聞いたことはあるが詳しくは知らない

■ 知らない

富山県内の海岸に漂着する生活ごみ（マイクロプラを含む。）を減らすためには、沿岸域

だけでなく、上流域の住民への一層の普及啓発が必要ですが、最も効果的だと考えられる

施策を次の中からすべて選んでください。

※ＶＲ動画：河川から海へごみの流出実態を疑似体験するもの

富山県内の海岸に漂着するごみの現状や問題について、広く県民に発信するとしたら、どのような

媒体が学習・啓発に効果的だと考えますか。最も効果的だと考えられる媒体を次の中からすべて選

んでください。
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店頭（スーパー、コンビニ、ショッピングモール）での啓発

学習・啓発用の素材（写真、イラスト、動画、※ＶＲ動画など）の提供

県や市町村主催の海洋ごみ問題に関する啓発イベントや講演会、ワークショップの開催

学校や自治会等を対象とした出前講座の開催

上流域の街なかでの清掃イベントの開催

海岸清掃イベントの開催
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漂着物のうち人工物の８割以上はプラスチックごみであり、生活ごみと考えられるものが多く、

海岸の景観悪化やイメージダウン、清掃をする沿岸住民の負担になっています。こうした状況を

踏まえ、プラスチックごみを出さないように積極的に取り組んでいきたいことは何ですか。

次の中から該当するものをすべて選んでください。

富山県内の海岸に漂着するごみには、上流域から河川を通じて流出したプラスチックなどの

生活ごみも多く含まれており、上流域での取組みが大変重要となっています。この現状について

どの程度知っていますか。次の中から最も該当するものを１つ選んでください。

■ よく知っている

■ ある程度知っている

■ 聞いたことはあるが詳しくは知らない

■ 知らない
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ビンや缶、紙でできた製品を優先して購入する

マイボトルなど繰り返し利用可能な容器を使う

マイバッグを持参する

定期的に地域や海岸での清掃活動を行う

プラスチックごみを適切に分別して、リサイクルにまわす
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